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ナ
ー
」
な
ど
で
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と

し
て
実
践
事
例
の
発

表
（
模
擬
授
業
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
最

初
は
中
学
生
向
け
で

し
た
が
、
現
在
で
は

小
中
高
向
け
に
そ
れ

ぞ
れ
の
授
業
案
を
作

成
し
、
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
た
先
生
方
に

提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
山
﨑
先
生
が
レ
シ
ー
ト
に
注

目
し
た
の
は
、
価
格
や
消
費
税
を
勉
強
す

る
た
め
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
レ

シ
ー
ト
は
子
ど
も
た
ち
の
生
活
・
体
験
と

非
常
に
近
い
距
離
に
あ
り
、
日
常
生
活
の

中
で
た
び
た
び
目
に
し
ま
す
。
よ
く
見
る

と
意
外
に
多
く
の
細
か
な
情
報
が
詰
ま
っ

て
お
り
、「
レ
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、
お
も

し
ろ
い
金
融
教
育
の
授
業
が
で
き
る
の
で

山
﨑
先
生
は
長
年
、
中
学
校
の
社
会

科
教
諭
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
て
き
た
ベ

テ
ラ
ン
教
師
。
平
成
19
年
の
千
葉
市
立

誉
田
中
学
校
で
の
教
諭
時
代
、
全
国
中

学
校
社
会
科
教
育
研
究
大
会
に
お
い
て

公
民
の
授
業
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
る
な
ど
、
金
融
教

育
の
必
要
性
を
意
識
し
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
管
理
職
と
な
り
授
業
を
行
う
機
会
が

な
か
な
か
な
い
現
在
で
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
く
に
、
レ
シ
ー
ト
を
使
っ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
好
評
で
、
都
道
府
県
金
融
広
報
委

員
会
の
「
先
生
の
た
め
の
金
融
教
育
セ
ミ

「
金
融
教
育
」は
、社
会
の
中
で
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
教
育
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、金
融
教
育
の
授
業
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、

教
育
現
場
に
立
つ
先
生
や
、授
業
を
受
け
る
生
徒
の
姿
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
は
、長
く
中
学
校
の
社
会
科
教
諭
を
務
め
た
経
験
を
活
か
し
、身
近
な
レ
シ
ー
ト
を
教
材
と
し
た

金
融
教
育
の
授
業
を
実
践
し
て
い
る
、山
﨑
二
朗
先
生
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

金
融
教
育
の
現
場
レ
ポ
ー
ト

『レシート』で学べる金融教育

千葉県
千葉市立新宿小学校

山﨑二朗教頭

社
会
科
教
諭
と
し
て

金
融
教
育
に
関
心
を
持
つ

レ
シ
ー
ト
か
ら
見
え
る

金
融
教
育
と
は
？
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1時間目
ねらい

★「恐るべし レシート」その1　レシートについて知ろう	 準備するもの：レシート1枚
●レシートにはその小さな紙面のなかに「金銭の使い方や買い物」に関する多様な内容が含まれていることに気付
かせる。
●学習材としての「レシート」とこれからの学習に対する興味・関心を高める。
●レシートに記されている事項が持つ意味（価値や役割）を認識させることによって、実際の経済活動における事
柄に関心をもたせる。

2時間目
ねらい

3時間目
ねらい

★「恐るべし レシート」その2　あなたの買い物があきらかに！	 準備するもの：新たなレシート1枚
●レシートに記されているいくつかの事柄に着目させ、買い方（物の選び方）や金銭の使い方について考えさせる。
●目的を持った物の選び方や買い方の工夫の大切さに気付かせ、これからの生活において適切な購入（目的・計画・
記録）について理解を深める。思考・判断・表現

4時間目
ねらい

★レシートのここ、こう変えてみてはどうですか！	 準備するもの：提言をまとめるためのワークシート
●提言を考えるプロセスを設けることにより、思考・判断・表現する力を培う機会とする。
●実際に経済活動を行っている企業に発信（提言）することにより、実社会（教室外）から新たな・深い知識を得
る機会とする。
●「消費者としての行動」を振り返らせる。

小学校家庭科５年「じょうずに使おう 物やお金」

中学校社会科（公民）3年 ｢レシートから経済を見てみよう！｣	

1時間目
ねらい

★「レシートには経済が詰まっている？」	 準備するもの：レシート1枚
●レシートにはその小さな紙面のなかに「経済単元」を学ぶ多様な内容が含まれていることに気付かせる。関心・意欲
●学習材としてのレシートとこれからの経済単元学習に対する興味・関心を高める。関心・意欲

2時間目
ねらい

★「レシートってすごい」	  準備するもの：1時間目に使った同じレシート
●レシートに記されている事項が持つ意味（価値や役割）を認識させることによって、実際の経済活動における事
柄を理解させる。知識・理解

3時間目
ねらい

★レシートのここ、こう変えてみてはどうですか！	 準備するもの：提言をまとめるためのワークシート
●提言を考えるプロセスを設けることにより、思考・判断・表現する力を培う機会とする。思考・判断・表現
●実際の経済活動を行っている企業に発信（提言）することにより、実社会（教室外）から新たな・深い知識を得
る機会とする。知識・理解
●「消費者としての行動」を振りかえらせる。関心・意欲

4時間目
ねらい

★価格が違う！なぜ？ 〜レシートからその理由を考える〜	 準備するもの：新たなレシート2枚
●レシートを比較することで、理由と関係がある「違い」を見つけ、見つけた「違い」が理由となるように、わかり
やすい説明を行う。思考・判断・表現
●価格について理解する。知識・理解
価格の決まり方（需要と供給）　価格を構成する要素　価格の動き（消費者にとって　企業にとって）様々な価格
（公共料金等）

は
な
い
か
」
と
気
づ
い
た
そ
う
で
す
。

「
例
え
ば
、店（
会
社
）の
名
前
、キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
、
電
話
番
号
・
店
番
号
、
年
月

日
・
時
刻
、「
領
収
書
」
の
文
字
、
品
物

の
番
号
・
名
前
、
値
段
（
価
格
）、
消
費

税
、
買
い
物
ポ
イ
ン
ト
、
レ
シ
ー
ト
番
号
、

バ
ー
コ
ー
ド
、
レ
ジ
担
当
者
名
と
、
１
枚

の
レ
シ
ー
ト
に
は
、
経
済
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
小

学
校
な
ら
家
庭
科
（
じ
ょ
う
ず
に
使
お
う 

物
や
お
金
）、中
学
校
は
社
会
科
公
民
（
経

済
）、高
校
は
家
庭
科
（
消
費
生
活
）
な
ど
、

レ
シ
ー
ト
の
情
報
を
読
み
解
く
こ
と
を
通

し
て
、
そ
う
し
た
授
業
の
単
元
の
一
環
と

し
て
活
用
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
、
日
常

的
に
手
に
す
る
も
の
だ
か
ら
、
再
確
認
や

追
体
験
が
で
き
る
。
授
業
時
間
も
、
１
週

間
以
内
で
終
了
で
き
る
点
も
教
材
と
し
て

ち
ょ
う
ど
良
い
と
思
い
ま
し
た
」。
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分類 人数 主たる提案 具体的な提案

分量 4人 全体的にもっと少なくする

折らないで財布に入るくらいの長さにする

ポイントの説明部分を短くする

お知らせ部分をカットする

配置 4人 記す順番を変える 店の住所や電話番号、レシート番号、レジ担当者名は下の方にまとめた方が見やすい

文字の
大きさ 18人 もっと大きくする

大切な情報、特に注意事項の部分はお年寄りも見えるくらいの大きさにする

小さいと見ようとする気分がなくなるので、記す内容をしぼって文字を大きくする

文字が大きいほど、店の気持ちが伝わりやすい

惹きつける
工夫 10人

レシート全体の色を変える お客も興味を持ってくれて、何度も来ようと思う

大事な部分だけ文字の色を変える 全部同じ色だとインパクトがない

文字以外があった方が良い
「！」マークなども入れた方が面白い

会社のマークやキャラクターを入れる

普段は意外と詳しく見ることが少ないレシートには「経済」が詰まっています

小学生の提案「レシート、ここを変えた方がいい」

山
﨑
先
生
は
現
任
校
で
、
５
年
生
の
家

庭
科
の
授
業
を
行
う
機
会
が
あ
り
、
自
身

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

レ
シ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
渡
さ
れ
、「
レ

シ
ー
ト
に
は
何
が
書
か
れ
て
い
ま
す

か
？
」
と
問
い
か
け
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
な
が
ら
、
同
じ
商
品
な
の
に
時
間
に

よ
っ
て
値
段
が
違
う
な
ど
、
素
朴
な
疑
問

を
見
つ
け
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し

て
関
心
を
高
め
た
子
ど
も
た
ち
は
、
商
品

を
購
入
し
た
時
間
帯
に
興
味
を
持
っ
た
り
、

ポ
イ
ン
ト
の
付
き
方
に
注
目
し
た
り
、
自

分
た
ち
で
着
眼
点
を
広
げ
て
い
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、「
無
駄
な
買
い
物
を
し
て

い
な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
る
」「
買
っ
た
日
時
や
物
が
わ
か
る
の

で
便
利
」「
買
っ
た
こ
と
の
証
明
に
な
る
」

と
レ
シ
ー
ト
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を

得
ま
し
た
。

さ
ら
に
授
業
で
は
、
レ
シ
ー
ト
を
見
て

「
購
入
者
（
消
費
者
）
の
立
場
か
ら
こ
こ

小
学
生
の
視
点
・レ
シ
ー
ト
か

ら
学
べ
た
こ
と

授業構想を示したもの、「なぜレシートを教材とするのか」や授業のねらい
と方法が整理されています
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金
融
教
育
の
現
場
レ
ポ
ー
ト

『レシート』で学べる金融教育
千葉県

千葉市立新宿小学校　山﨑二朗教頭

を
こ
う
変
え
る
と
良
い
の
で
は
」
と
い
う

改
善
点
を
話
し
合
い
、
検
討
し
た
結
果
を

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
本
部
に
提
言

と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。「
文
字
を
も
っ

と
大
き
く
す
る
」「
配
置
を
変
え
る
」「
折

ら
ず
に
財
布
に
入
る
大
き
さ
に
」「
色
を

使
っ
て
み
て
は
」
な
ど
、
小
学
生
ら
し
い

提
言
に
対
し
て
、
同
社
の
お
客
様
相
談
室

か
ら
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
出
来
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
そ
の
理
由
が
丁
寧
に
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

「
実
社
会
に
自
分
た
ち
の
声
が
届
く
と
い

う
、嬉
し
く
貴
重
な
体
験
に
つ
な
が
っ
た
」

と
山
﨑
先
生
は
話
し
ま
す
。

山
﨑
先
生
の
「
レ
シ
ー
ト
に
よ
る
金
融

教
育
」
は
、
千
葉
県
内
の
後
輩
の
先
生
や

各
地
の
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
で
模
擬
授
業
を

体
験
し
た
先
生
方
を
中
心
に
広
ま
っ
て
い

ま
す
。
先
生
方
か
ら
は
、「
そ
の
ま
ま
教

材
と
し
て
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
声
以

外
に
も
、「
身
近
な
レ
シ
ー
ト
を
教
材
に

す
る
発
想
を
参
考
に
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
﨑
先
生
自

身
は
「
身
近
に
あ
る
も
の
で
も
十
分
に
教

材
に
な
り
う
る
と
い
う
、
新
た
な
発
見
を

持
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
手

応
え
を
実
感
。「
金
融
教
育
は
生
活
と
切
っ

て
も
切
れ
な
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
意

外
に
き
ち
ん
と
教
わ
っ
て
い
な
い
も
の
で

す
。
金
融
教
育
の
大
切
さ
へ
の
認
識
が
高

ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
学
校
で
も
教
え
る

機
会
を
増
や
す
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、現
場
の
先
生
は『
明

日
の
授
業
で
使
え
る
実
践
例
』
を
一
番
求

め
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
が
興
味
を
も
っ

て
学
べ
る
授
業
づ
く
り
を
続
け
て
、
先
生

方
の
実
践
の
役
に
立
て
ば
嬉
し
い
で
す

ね
」
と
山
﨑
先
生
は
話
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
も
の
を
教
材
に
、

金
融
教
育
の
実
践
を
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